






KAC Performing Arts Program / Musicでは、ジャンルに
とらわれず新たな音楽を生み出すプログラムを展開していま
す。2018年度は、音楽のみならず演劇・ダンスなど多分野で
作曲・演奏を手掛けてきた中川裕貴と、声や言葉を素材とし
た曲を生み出してきた増田真結に着目。今回は第一弾となる
中川裕貴『ここでひくことについて』を紹介します。

今、此処で演奏すること／個 で々演奏すること。
何かから距離を取ること。エリアを再定義す

ること。リアクション…。様 な々意味合いを示唆する
『ここでひくことについて』では、中川による三つの
プログラムを通じ、「演奏行為」について考察します。

中川のソロとなるプログラムA『PLAY through 
ICONO/MUSICO/CLASH』では、美術（稼働する物

体や機構）、照明を大胆に使用し、中川の演奏と美
術、照明、あるいは音と行為、モノ・コトが「衝突」し
あう中で、音楽を生み出すこと・破壊する（踏み抜く）

行為の本質に迫ります。プログラムB『Not saying 
"We (band)"』では、チェロ・ピアノ・ヴァイオリンの
3名を中心とした「中川裕貴、バンド」による作曲作
品を演奏するコンサートを実施します。バンドでの

アーティストや芸術に関わる人が一定
期間、普段の生活とは異なる場所で作
品や研究を行うアーティスト・イン・レジ
デンス（AIR）について考える国際会議を
京都で開催します。

レザルティス（Res A r t i s）は
1993年に設立されたオラン

ダ・アムステルダムに本部を置く、
世界最大のアーティスト・イン・レ
ジデンスのネットワーク組織です。
レザルティスミーティングには各地でレジデンスプログラムを運営するオーガナイザー
が世界中から集結します。アーティスト一人ひとりが持つ考えが異なるのと同様に、多
様なAIRのモデルケースが生まれています。この会議では、それらのケースを世界規
模で考えます。なかなか同時に聞くことがないAIRに参加する側と運営側、双方の意見
を聞けることが、このミーティングの特徴と言えます。相互の目的とゴールがどこにあ
るのかを見直し、関わり方を考え直す時間と場になることでしょう。AIRの「進化」、「新
類型」、そして「未来に向けて」をテーマとした3日間のスケジュールでは、今どのような
傾向が見られるのか、どの点を進化と捉えられるのか、更にその先の可能性について
議論し共有していきます。

芸術、学術、産業など、各分野で活躍する方が席主となってお客
様との一期一会を演出する明倫茶会。席主それぞれが趣向を凝
らしてお客様をお迎えするこの茶会は、現代の文化芸術を再発
見する機会となっています。２月は、盆栽研究家の川㟢仁美による

「盆栽と林檎の茶會」を開催します。

川㟢仁美は、盆栽研究家として国内外で活動し、
盆栽の魅力を伝えるための講演やキュレーショ

ン活動を行っています。今回の茶会では、岡崎で50年
続く喫茶店「ラ・ヴァチュール」の店主、若林麻耶のタル
トタタンと共に盆栽をお楽しみいただきます。しつらい
の構成は、空間デザイナーでもある若林が手掛け、い
つもとは一味違う見せ方で盆栽の魅力を味わう一席を
演出します。

今回、川㟢が茶会を催すにあたって若林のタルトタ
タンを選んだのは、盆栽とタルトづくりに共通するとこ
ろを多く見出したためだと言います。盆栽は、ある種
の骨董品として愛好される対象物でありながら、それ
以前に生きた植物であるために、環境や手入れの差
異によってその姿を変えていきます。盆栽職人は環境
の微妙な変化や盆栽の状態を観察し的確な手入れを
するために、長年の経験に基づく高い技術を有してい
なければなりません。

対象の状態を見極めることの大切さは、タルトタタ
ンづくりでも同じだと若林は言います。祖母の松永ユ
リさんから受け継いだその味は、決まったレシピと手
順に従うのではなく、季節や個性によって異なる水分
量や味の特徴に合わせることで作られています。日々
異なった表情を見せる自然への敬意は、盆栽にも共通
するものかもしれません。

また、盆栽が人から人へと時を越えて受け継がれ、
その骨董的価値が現在の作り手の価値判断や自己表
現に先立つものであるように、若林のタルトタタンも、
伝統の味が現代の感性をもって受け継がれてきている

ことが、その魅力のひとつとなって愛されてきました。
ラ・ヴァチュールのタルトタタンを、幕末の文人文化

の中で盆栽と並び嗜まれてきた煎茶とともに。この機
会に楽しんでみてはいかがでしょうか。

演奏を通じ、集団で演奏すること、集団でひとつの
音楽を生み出すこと、さらにその中での「ここ」につ
いて問いかけます。そしてプログラムC『“You are 
not here” is no use there』では、観客はFM受信
機とイヤホンを装着、館内を移動しながら受信され
る音を聴くことと同時に、館内の各場所で起こる現
実のイベントを鑑賞します。ここではイベントと録音
を、「どこでどのように聴くのか、あるいは聴かない
のか」は観客に委ねられ、音楽が生まれることと受
け取ることについて、前述のプログラムA、Bとは別
の視座が提供されます。三つのプログラムはそれ
ぞれ単体でも成立しますが、空間や奏者の構成が
全く異なる中での演奏を比較することで、より深く
楽しめることでしょう。

音楽において当たり前に存在する「演奏」という
行為。聴くこと、メディア、そしてヒト／モノの立ち
位置、定義が変化しつつある今、その行為をあら
ためて問い直してみることで果たしてどのような時
間・空間に出会えるのでしょうか。
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中川裕貴『ここでひくことについて』
日時： 2月22日（金）16:30(C) 18:00(A) 19:30(B)

 23日（土）15:00(B) 16:30(C) 18:00(A)

 24日（日）13:00(C) 14:30(B) 16:00(A)

会場： 講堂、フリースペース、大広間
出演： 中川裕貴（チェロ）、菊池有里子（ピアノ）

 横山祥子（ヴァイオリン） ほか
料金：【各演目（日時指定）】
 　一般前売1,500円／当日2,000円
 　学生1,000円（前売・当日共）

【3演目通し（30枚限定、前売のみ、予約時日時指定）】
 　一般3,500円／学生2,500円

今まで何度も中川さんのライブに足を運んでいますが、いつ
も中川さんが演奏するこの空間にもっといたいという気に
させられます。チェロを弾き、叩き、電気で増幅・変調させる
中川さんの「演奏行為」は必見です。

奥村麻衣子（アートコーディネーター）

Profile

中川裕貴（なかがわ ゆうき）
1986年生まれ。演奏と演出をチェロ、電気、録音を使用し
て行う。自身の「演奏」と、それによって現れる「音」のあいだ
にある「距離」を演奏しながら測ることが最近の目的。並行
して「中川裕貴、バンド」活動や、烏丸ストロークロックを代
表とした演劇などに向けた舞台音楽、またミュージシャン／
アーティストのサポートもいくつか行っている。京都市立芸
術大学大学院 音楽研究科修了（音響心理学/ 聴覚）。

Profile

川㟢仁美（かわさき ひとみ）
高校3年生から盆栽雑誌のナビゲーターを務めながら独学し、2002年より

「現代盆栽」を主宰。「日本盆栽－小さな巨木」をキーワードに国内外で盆
栽の解説・キュレーションを行う。京都工芸繊維大学大学院後期博士課程
修了。京都造形芸術大学非常勤講師。

若林麻耶(わかばやし まや)
両親の影響もあり美術高校を卒業後、武蔵野美術大学で空間演出デ
ザインを学ぶ。 卒業と同時に幼少期を過ごした祖母の喫茶店「ラ・ヴァ
チュール」を継ぐ。 祖母が魅了され作り続けてきたフランスの郷土菓子

「タルトタタン」を焼く傍ら空間表現も続けている。

“アーティストをサポートする仕組みについて考える”響きのよい言葉に聞こえます。表舞台としての作品が持つストーリー
の一部に携わるAIRの進化に遭遇する裏舞台を見逃すまいと目を見開いて挑みます。 水野慎子（アートコーディネーター）

盆栽と林檎にかこまれた空間で、とっておきの一服をどうぞお楽しみに。 
當間芽（アートコーディネーター）

レザルティスミーティング2019京都
「創造的遭遇－アーティスト・イン・レジデンスの再想像」
日時： 2月6日（水）－8日（金）　会場：京都芸術センター ほか ※申込受付は終了しました

【基調講演】「変転する社会情勢とアーティスト・イン・レジデンスの役割」
日時： 2月6日（水） 14:00－15:00　会場：フリースペース
登壇： 近藤誠一（公益財団法人京都市芸術文化協会理事長、元文化庁長官）
※無料・要事前申込

主催： 京都市、京都芸術センター、レザルティス財団、文化庁
※イベント情報（P2）もご覧ください

明倫茶会
「盆栽と林檎の茶會」
日時： 2月17日（日） 13:00／14:00／15:00／16:00
席主： 川㟢仁美（盆栽研究家）

空間：若林麻耶
本席： 講堂
待合： ミーティングルーム２
内容： 盆栽、タルトタタンと煎茶
料金： 1,000円
定員： 各席20名（先着順／要事前申込）

2018年レザルティス会議の様子

中川裕貴、バンド「対蹠地」（2017）　撮影：Yoshiyuki Sakuragi

素謡の会『鉢木』（2017）待合（待合演出：川㟢仁美）　 撮影：林口哲也
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

チケット窓口　　　 　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter

京都芸術センター窓口、もしくは下記ウェブサイトより
ご注文いただけます。
http://www.kac.or.jp/shop/

京都芸術センター叢書 二
「伝統芸能ことはじめ」

定価 3,456円小林昌廣 著 （税込）


